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平
成
一平
成
引

開
催
校
挨
拶

〔
研
究
発
表
〕

一
、
冬
を
詠
う
紙
を
め
ぐ
っ
て
i
雪
と
氷
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
i

二
松
学
舎
大
学
研
究
生
小
嶋
明
紀
子

一
、
娩
騎
・
章
荘
に
お
け
る
杜
詩
の
影
響

函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
鳴
海
雅
哉

一
、
顧
炎
武
の
考
拠
と
経
世

i
郡
県
を
て
が
か
り
と
し
て

i

文

教

大

学

渡

遼

大

一
、
司
説
文
解
字
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
つ
い
て

上
智
大
学
高
橋
由
利
子

一
、
李
商
隠
の
詩
歌
と
道
教
と
の
関
係

i
内
観
存
思
の
さ
ま
を
描
い
た
詩

横
浜
市
立
大
学
加
盟
理
一
郎

て
『
イ
ソ
ッ
プ
物
諮
問
h

の
日
本
と
中
国

東
京
女
子
大
学
安
藤

一
、
「
論
語
鄭
玄
注
」
は
日
本
に
将
来
さ
れ
た
か

東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

一
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会

バ
二
十
六
日
(
土
)
於
長
野
県
短
期
大
学

長

野

県

短

期

大

学

長

上

憐

宏

之

氏

信
農

高
橋

均

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
近
代
に
お
け
る
臼
中
文
化
交
流
の
再
検
討
」

パ
ネ
リ
ス
ト
(
兼
司
会
)
文
教
大
学

二
松
学
舎
大
学

大
妻
女
子
大
学

氏

〔
総
会
〕

一
、
開
会
の
辞

二
、
議
長
選
出

三
、
会
長
挨
拶

m問
、
諸
報
告

(
1
)
総
務
委
員
会

(
2
)
企
画
委
員
会

(3)
編
集
委
員
会

(
4
)
会
計
委
員
会

五
、
議
事
(
1
)
平
成
二
十
一
年
度
決
算
井
川
義
次
委
員

(
2
)
平
成
一
一
年
度
予
算
井
川
義
次
委
員

六

、

罰

金

の

辞

安

藤

信

農

前

会

長

松佐問
村藤川

茂一修
樹樹三

氏氏氏

氏

安
藤
信
濃
部
会
長

菅
原
道
香
会
員
を
議
長
に
選
出

大
上
正
美
会
長

氏氏

稀
代
麻
也
子
委
員

松
村
茂
樹
委
員

坂
口
三
樹
委
員

井
川
義
次
委
員

氏氏氏

(83) 



O
例
会

平

成

二

一

出

於

大

妻

女

子

大

学

一

、

李

『

老

子

解

』

孜

筑

波

大

学

堀

池

〈
吉
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
〉

①
「
名
公
妙
選
賂
放
翁
詩
集
」
(
承
応
二
年
初
刻
本
・
一
六
五
三
)

②
「
蘇
東
城
絶
句
」
(
文
化
十
四
年
初
刻
本
・
一
八
一
七
)

日
(
土
)
於
大
妻
女
子
大
学

に
お
け
る
明
通
典
h

つ
い
て

筑

波

大

学

未

来

氏

に
つ
い
て

平

成

…

…

年

九

月

十

八

日

於

大

妻

女

子

大

学

一
、
「
挑
花
源
記
」
の
「
間
持
」
に
つ
い
て

大
妻
女
子
大
学
松
村

、
方
法
と
し
て
の
自
虐
i
藤
信
「
擬
詠
懐
詩
」
再
読

青
山
学
院
大
学
大
上

〈
古
典
籍
展
示
(
宵
問
機
均
会
員
蔵
)
〉

①
「
宋
・
明
版
逓
修
本
南
斉
書
列
伝
」
零
本
一

mm

②
「
宋
版
折
本
経
典
附
音
義
」
一
帖

F
或
a

…
、
杜
牧
の
か
任
孫
子
h

高
橋

、
元
結
の
「
新
楽
府
」

加
藤

信
夫

茂
樹

正
美敏

氏

〈
古
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
〉

①
「
十
竹
斎
護
譜
」
(
四
mm

一
九
五
一
栄
宝
斎
刊
}

②
「
揚
椀
青
年
蕗
選
第
二
輯
」
(
刊
年
不
詳
)

氏

平

成

一

一

月

五

日

(

土

)

一
、
宴
を
H

儀
礼
化
H

す
る

i
南
朝
梁
・
徐
勉
の
「
迎
一
客
曲
」
「
送
客
曲
」
に
つ
い
て

高

崎

経

済

大

学

大

村

和

人

氏

一
、
漢
代
の
太
史
と
芯
祭
器
記
』
千
葉
大
学
内
山
直
樹
氏

〈
古
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
〉

①

(

十

津

川

郷

学

刊

本

)

②
(
徳
富
蘇
峰
出
蔵
・
元
禄
五
年
梅
花
蛍
科
本
)
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於
大
妻
女
子
大
学

氏

。
平
成

一
年
度
役
員

副
会
長

理

事

安
藤
信
墳
、
加
藤
敏

加
盟
埠

上
田
武
、
大
久
保
騒
郎
、
甲
斐
勝
一

郎
、
加
藤
章
、
後
藤
秋
正
、
桜
田
芳
樹
、
清
水
智
恵
、

橋
明
郎
、
高
機
均
、
高
橋
治
利
子
、

ω

中
村
俊
也
、
沼
口
勝
、
間
嶋
潤
一
、
…
一

氏



向
鵡
成
美
、
村
田
和
弘
、
山
中
垣
己
、
吉
原
英
夫
、
紫
野
正
一
明

理
事
・
委
員
(
兼
任
)

総
務
委
員
加
藤
敏
、
小
松
建
男

企
溜
委
員
松
村
茂
樹
(
常
務
理
事
)
、
佐
藤
一
樹
、
白
井
啓
介
、

玉
城
要
ち
抑
制
池
信
夫
、
渡
辺
雅
之
、
波
遊
義
浩

編
集
委
員
坂
口
一
一
一
樹
(
常
務
理
事
噌
)
、
問
川
修
三
、
河
内
利
治
、

佐
々
木
勲
人
、
寺
内
自
出
男
、
細
谷
美
代
子
、

増
野
弘
幸
、
渡
遠
大

会
計
委
員
井
川
義
次
(
常
務
斑
事
)
、
大
塚
秀
明

会
計
監
査
伊
原
大
策
、
苦
野
智
明

幹
事
花
向
車
希
、
荒
井
職
、
重
野
宏
一

(85) 

※
、
住
所
・
勤
務
先
等
に
変
一
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
宛
御
一
報
下

さ
い
。

中
箆
文
化
学
会

5
8
m
m
g
g
D
F
E
E
S
S
@
E
y
r
o
o・
g-旨

(一三一一

O
五
1

八
五
七
一
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一
sessile-

‘
一
!
一

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸
・
一
言
語
専
攻
内
)



中
居
文
化
学
会
会
期

第
J

条
(
名
称
)
本
会
は
中
間
文
化
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
(
目
的
)
本
会
は
中
国
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教

育
へ
の
寄
与
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

第
竺
条
(
事
業
)
本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
う
9

ア

大

会

年

一

問

。

イ

例

会

年

数

問

。

ウ

会

報

J
i留
文
化
』
の
発
行
。
エ
会
員
名
簿
の
発
行
。

オ
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た

事
業
。

第
四
条
(
会
員
)
本
会
は
、
本
会
の
題
旨
に
賛
同
す
る
綿
入
、
法
人
、
間
体
の

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

2

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
会
員
…
名
の
推
薦
に
よ
り
組
事

会
の
本
認
を
経
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

会
員
は
第
三
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し
、
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
つ
ま
た
、
役
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持

つ。

4

会
員
は
本
会
期
に
定
め
る
会
演
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ

第
五
条
(
役
員
)
本
会
に
以
下
の
役
員
を
讃
く
。
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

ア
会
長
…
名
。
会
長
は
総
会
で
選
出
さ
れ
る
。
会
長
は
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
べ
る
。

部
会
長
本
会
に
制
開
会
長
一
名
ま
た
は
つ
名
を
続
く
こ
と
が
で
き

る
。
副
会
長
は
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
概
す
る
。
副
会
長

は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

寸
〆
マ
令
。

即
事
十
五
名
。
川
崎
一
事
は
総
会
で
選
出
す
る
。
会
長
は
昭
事
会
が

必
一
説
と
認
め
た
場
合
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
以
外
に
理
事
若

子
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
務
理
事
務
子
名
。
常
務
制
柏
市
併
は
剤
一
事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り

選
出
す
る
。

イ勺エ

第
六
条
(
総
会
)
総
会
は
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
、
会
長
が
招
集

L
、

毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
。

第
七
条
(
理
事
会
)
理
事
会
は
会
長
が
招
集
し
、
会
の
藁
要
事
項
を
審
議
す
る
。

第
八
条
(
常
務
理
事
会
)
本
会
の
日
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
会

を
翠
く
。
常
務
理
事
会
は
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

第
九
条
(
委
員
会
)
常
務
理
事
は
以
下
の
委
員
会
に
罵
し
、
会
務
を
分
担
す
る
。

ア

総

務

委

員

会

イ

企

画

委

員

会

ウ

一

編

集

委

員

会

エ

会

計

委

員

会

第
十
条
(
会
計
監
査
委
員
)
会
計
監
査
委
員
は
毎
年
一
部
本
会
の
経
理
全
般
を

監
査
し
、
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る
。
会
計
監
査
委
員
は
理
事

以
外
の
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
十
一
条
(
選
挙
管
理
委
員
)
選
挙
管
理
委
員
は
こ
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
理
事
の
改
選
を
実
施
し
、
そ
の
事
務
を
取
り
扱
う
。

第
十
二
条
(
会
計
)
本
会
の
諸
事
業
に
要
す
る
経
費
は
会
員
の
納
入
す
る
年
会

費
及
び
寄
付
金
な
ど
で
賜
わ
れ
る
。

2

年
会
費
問
、

O
G
O内
と
す
る
。

3

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
十
三
条
(
改
定
)
本
会
期
の
改
定
は
、
理
事
会
の
発
議
に
よ
り
、
総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
間
意
を
得
て
行
う
。

(
付
期
)

1

本
会
則
的
ば
一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
〉
六
月
二
十
八
臼
か
ら
大
塚

諜
文
学
会
会
問
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

一一(い〉

O
J
年
(
平
成
十
三
年
)
六
月
二
十
三
日
改
正
。

本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
関
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
長
・
話
誘
導
攻
内
に
霞
く
。

(86) 

2 

(
了
解
)
(
理
事
の
選
出
、
委
嘱
、
常
務
理
事
の
瓦
選
に
関
し
て
)

理
事
会
は
可
能
な
限
り
全
関
存
地
法
か
ら
選
出
の
斑
事
を
含
め
て
構
成

L
、

常
務
理
事
会
は
実
務
担
当
に
使
設
な
地
域
に
印
刷
往
す
る
理
事
で
構
成
す
る
。



「中国文化j投稿規定

〈応募資格など)

1 I事国文化学会会員に m~ る。

2 応募掠稿は、未公開のものに m~ る。ただし、口頭で発表しこれを初めて論文にまとめ

たものは受理する。

(原稿枚数など)

3 原稿は校正!I寺に方IJ筆を袈しない完全原稿とする。

どi 原稿枚数は、本文.r主(原稿用紙 1マスに 1字を収める。). [現j援などをあわせて、下
記の枚数を厳守するり

(1)論 文:400字詰め35枚以内σ(ワープロ使用の場合、縦書きはあ字x21行で
26枚以内とし、横審きは35字x33行で12枚以内とする。)

(2)研究ノート:400字詰め20枚以内。{ワープロ使j替の場合、縦書:きはあ字x21行で

15枚以内とし、横書きは35字x33行で7枚以内とする。)
5 関版を必要とする場合、占有l7ii横半ページ分を550字として換算する。!語版原稿はその
まま版下として使用できる鮮明なものとし、搭載希望の縦・横の寸法を明示する。表

についても、掲載希望の縦・横の寸法を明示する。

〈体裁・表記など〉

6 }原稿は縦書き・揖書きのいずれでもよい。

7 原稿は常用漢字を原則とするの正漢字・鯖体字などを用いる場合は下記に注意する 9

(l) 引用文など必要領月?を正漢字:で表記する場合ほ、原稿提出時において表記が完

成されていることう(正漢字額所を必ずマーカーなどでマークすること。)

(2) 引用文など必要欝所を鱒体字で表記する場合も(1)に向じ。

(3) とくにワープロ顔稿の場合、上記の点に留意すること。引用部分が手書きにな

っても悲し支えない。

お 中間語のローマ字表記は、漢詩耕者方案による令留し、特殊な殺りで適用している鹿

有名詞や、:$:人が自分の名前に龍馬している締りについては、その{車用も認める。ま

た、日本語のローマ字表記は、ヘボン6式の{重用を原則とする。

〈原稿提出〉

9 (1)締切日:2月末日(厳守すること)

(2) 提出先:号IJ途定める編集事務渇宛

(3) 原稿は必ず番留により上記に郵送するものとし、 2月末思までの消印のあるも

のを有効とする。

切応募時に、原稿以外に被写コピー 2部を用意し、合わせて計3部をど提出する。

(事故に備え、提出前にあらかじめ自家用のコピーを必ず作成しておくこと。)

〈審査〉

10 採否については、編集委員会が委嘱した査読委員の報告を受けて、編集委員会で決定

し、 4月上旬までに連絡する。

〈抜刷ほか〉

11 論文掲載者には、掲載誌、3部および抜制30部役員尊重する。

(57) 
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